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臨
床
検
査
技
師
　
上
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清
源

医
師
に
な
っ
て
五
十
年
（
三
）理

事
長
　
泉
　
孝
英

　
私
が
医
師
免
許
を
頂
戴
し
た
一
九
六
一
年
は
、
わ
が
国

で
国
民
皆
保
険
が
実
現
し
た
年
で
し
た
。
国
民
す
べ
て
が

健
康
保
険
証
を
持
ち
、
病
気
に
な
っ
て
も
大
き
な
経
済
的

負
担
な
く
、
病
院
・
診
療
所
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
年
で
す
。
六
一
年
以
降
に
生
ま
れ
た
人
達

が
人
口
の
四
二
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
昨
今
で
は
、

健
康
保
険
の
意
義
を
認
識
し
て
い
る
人
は
少
な
く
な
っ
て

来
た
心
配
が
あ
り
ま
す
。
国
民
皆
保
険
の
実
現
に
よ
っ
て
、

医
学
・
医
療
の
面
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
た
か
の

話
を
し
て
お
き
ま
す
。

　
一
つ
は
「
死
亡
場
所
」
で
す
。
一
九
六
〇
年
、
自
宅
で

亡
く
な
っ
た
方
は
死
亡
者
全
体
の
七
一
％
を
占
め
て
い
ま

し
た
。
十
分
な
医
療
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。
今
（
二
〇
〇
九
年
）
で
は
自
宅
で
は
一
％
だ

け
で
す
。
七
八
％
の
方
が
病
院
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
の
充
実
の
様
相
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
「
老
衰
死
」
の
激
減
で
す
。
老
衰
死
と
は

多
く
の
場
合
、
高
齢
者
で
十
分
な
医
療
が
受
け
ら
れ
ず
、

何
の
病
気
で
亡
く
な
っ
た
の
か
判
ら
な
い
時
の
病
名
で
す
。

一
九
六
〇
年
、
老
衰
死
は
約
五
万
四
千
人
（
死
亡
率:

人

口
十
万
対
五
八
・
〇
）
で
し
た
。
現
在
（
二
〇
〇
九
年
）
、

老
衰
死
は
約
三
万
九
千
人
、
死
亡
率
で
み
る
と
三
〇
・
七

と
半
減
近
く
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
〇
年
当

時
に
は
六
十
歳
代
で
の
老
衰
死
が
二
千
人
近
く
あ
り
ま
し

た
。
八
十
歳
代
が
約
二
万
九
千
人
（
五
四
％
）
、
七
十
歳

代
は
約
一
万
八
千
人
、
九
十
歳
代
は
約
五
千
人
で
し
た
。

し
か
し
、
今
（
二
〇
〇
九
年
）
で
は
九
十
歳
以
上
が
約
二

万
五
千
人
と
老
衰
死
の
七
二
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、

次
い
で
八
十
歳
代
が
約
一
万
人
、
七
十
歳
代
は
約
千
人
、

六
十
歳
代
は
六
五
人
と
い
う
少
数
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

老
衰
死
の
激
減
、
超
高
齢
化
に
は
、
栄
養
、
居
住
環
境
の

著
し
い
改
善
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
し
ょ
う
が
、

国
民
皆
保
険
に
よ
る
医
療
環
境
の
向
上
は
、
よ
り
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
す
。

　
今
、
「
医
療
の
崩
壊
」
が
叫
ば
れ
、
医
師
の
偏
在
が
大

き
な
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
病
気

に
な
っ
て
、
す
ぐ
近
く
に
病
院
・
診
療
所
が
あ
っ
て
も
、

経
済
的
理
由
か
ら
受
診
で
き
な
い
こ
と
が
、
ま
れ
で
は
な

か
っ
た
の
は
わ
ず
か
半
世
紀
前
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
も
、

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
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心
電
図
検
査
は
心
臓
に
関
す
る
検
査
の
中
で
も
比
較
的

簡
単
に
行
な
え
る
も
の
で
、
法
定
健
康
診
断
で
あ
る
定
期

健
康
診
断
の
項
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
な
検
査
の
一
つ
で
す
。
心
臓
（
図
1
）
の
筋
肉
が
全
身

に
血
液
を
送
り
出
す
た
め
に
、
右
房
、
左
房
、
右
室
、
左

室
と
い
う
四
つ
の
部
屋
が
収
縮
と
拡
張
を
繰
り
返
す
時
、

微
弱
な
電
気
信
号
が
発
生
し
ま
す
。
そ
れ
を
体
表
か
ら
記

録
し
、
そ
の
乱
れ
か
ら
病
気
の
徴
候
を
読
み
取
ろ
う
す
る

の
が
心
電
図
検
査

で
す
（
図
2
）
。  

①
洞
結
節
か
ら
信
号
が
発
生
し
、
心
房
に
電
気
が
流
れ
る
と
心
房
が

収
縮
し
Ｐ
波
を
作
り
ま
す
。

②
次
に
信
号
は
房
室
結
節
～
ヒ
ス
束
、
心
室
（
右
脚
―
左
脚
、
プ
ル

キ
ン
エ
線
維
）
に
流
れ
Ｑ
Ｒ
Ｓ
波
を
形
成
し
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
心

室
が
収
縮
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

③
収
縮
を
終
え
る
と
次
の
準
備
を
す
る
た
め
心
室
は
拡
張
し
ま
す
。

そ
の
際
に
Ｔ
波
を
作
り
ま
す
。

　
心
臓
の
拍
動
が
規
則

的
に
行
な
わ
れ
て
い
れ

ば
、
Ｐ
波
は
常
に
一
定

間
隔
で
出
現
し
ま
す
。

　
表
1
は
当
診
療
所
の

健
診
者
の
心
電
図
検
査

集
計(

二
〇
〇
九
年
度)

で
す
。
次
に
異
常
の
多

か
っ
た
所
見
（
右
脚
ブ

ロ
ッ
ク
、
不
整
脈
、
Ｓ

Ｔ-

Ｔ
異
常
）
を
順
に

説
明
し
て
い
き
ま
す
。

8
完
全
・
不
完
全
右
脚
ブ
ロ
ッ
ク
（
図
3
）

　
右
脚
へ
の
刺
激
伝
導
系
へ
の
伝
導
障
害
の
状
態
を
言
い

ま
す
。
右
脚
の
伝
導
が
完
全
に
途
絶
え
た
場
合
を
完
全
、

右
脚
の
一
部
の
伝
導
障
害
ま
た
は
伝
導
時
間
が
や
や
延
長

し
た
場
合
を
不
完
全
右
脚
ブ
ロ
ッ
ク
と
呼
び
ま
す
。
右
脚

ブ
ロ
ッ
ク
は
加
齢
と
と
も
に
そ
の
頻
度
が
高
く
な
り
ま
す

が
、
原
因
不
明
の
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
心
機

能
が
良
好
な
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
一
方
で
高
血
圧
や

冠
動
脈
疾
患
、
肺
疾
患
が
基
礎
疾
患
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
健

康
診
断
で
指
摘
さ
れ
た

場
合
、
念
の
た
め
一
度

は
心
臓
超
音
波
検
査
等

の
精
密
検
査
を
受
診
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
ま
た
、
右
脚
ブ

ロ
ッ
ク
に
右
軸
偏
位
や

左
軸
偏
位
を
伴
っ
て
い

る
場
合
は
、
サ
ル
コ
イ

ド
ー
シ
ス
の
可
能
性
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

受
診
さ
れ
た
方
が
よ
い

と
思
い
ま
す
。

8
不
整
脈

　
刺
激
伝
導
系
に
何
ら
か
の
異
常
が
生
じ
、
電
気
信
号
の

発
生
や
流
れ
に
障
害
が
お
き
、
心
臓
の
拍
動
が
乱
れ
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
大
き
く
分
け
て
、
①
脈
が
早
く
な
る
頻

脈
（
心
拍
数
一
〇
〇
以
上
）
②
脈
が
遅
く
な
る
徐
脈
（
心

拍
数
五
〇
以
下
）
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
頻
脈
は
心

房
を
主
体
と
し
た
上
室
性
と
、
心
室
を
原
因
と
す
る
心
室

性
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
次
に
不
整
脈
の
中
で
頻
度
が
多
か

っ
た
期
外
収
縮
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

8
上
室
性
期
外
収
縮
（
図
4
）

　
心
臓
上
部
の
心
房
、
房
室
結
節
や
ヒ
ス
束
か
ら
刺
激
が

発
生
し
、
基
本
周
期
の
リ
ズ
ム
よ
り
時
間
的
に
早
く
興
奮

す
る
不
整
脈
の
一
種
で
、
Ｐ
波
の
異
常
と
脈
の
欠
滞
・
不

整
を
伴
い
ま
す
。
原
因
は
コ
ー
ヒ
ー
、
タ
バ
コ
、
睡
眠
不

足
、
疲
労
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
基
礎
疾
患
を
持
た
ず
に
運

動
負
荷
試
験
に
て
も
憎
悪
し
な
い
例
で
は
治
療
を
必
要
と

し
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
一
方
で
虚
血
性
心
疾
患

や
、
心
機
能
低
下
例
で
認
め
る
こ
と
が
あ
り
、
上
室
性
期

外
収
縮
が
多
く
出
た
り
、
動
悸
、
息
切
れ
や
前
胸
部
の
違

和
感
を
伴
う
場
合
は
、
24
時

間
心
電
図
な
ど
の
精
密
検
査

の
適
応
に
な
り
ま
す
。

8
心
室
性
期
外
収
縮
（
図
5
）

　
心
室
興
奮
が
予
測
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
り
早
く
出
現

す
る
異
常
で
、
原
因
は
上
室
性
期
外
収
縮
と
同
じ
で
す
。

8
Ｓ
Ｔ-

Ｔ
異
常
（
図
6
）

　
ポ
ン
プ
で
あ
る
心
室
の
収
縮
や
弛
緩
状
態
を
反
映
し
ま

す
。
こ
の
部
分
に
異
常
が
あ
る
場
合
は
、
不
整
脈
以
外
の

あ
ら
ゆ
る
心
疾
患
を
疑
う
必
要
が
あ
り
、
心
臓
超
音
波
検

査
や
運
動
負
荷
心
電
図
検
査
、
場
合
に
よ
っ
て
は
冠
動
脈

Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
前
回
ま

で
は
正
常
で
あ
っ
た
の

に
、
今
回
の
健
診
で
は

じ
め
て
こ
れ
ら
の
異
常

を
指
摘
さ
れ
た
場
合
は

心
疾
患
の
可
能
性
が
高

い
た
め
、
是
非
と
も
精

密
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

図６  ST-T異常

図４  上室性期外収縮 早期の異所性興奮が
心房内（上室）で発生

心房性期外収縮

図５  心室性期外収縮 心室性期外収縮

本来のＱＲＳ出現時期

図２  心電図 （基本波形）

Ｐ波

ＱＲＳ波

Ｔ波

図１  心臓

肺動脈 大動脈

洞結節

結節間路

房室結節

左脚

左脚後枝

ヒス束

左脚前枝

右脚
プルキンエ線維

下大静脈

右脚ブロックの心電図の特徴
は、V1誘導で波形が上向きを
示すこと。

図３
右脚ブロック
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